Paleoceanographic changes in the Shatsky Rise during the last 300 Ka based on benthic foraminiferal assemblages by Okushi Kenichi & 大串 健一
Paleoceanographic changes in the Shatsky Rise
during the last 300 Ka based on benthic
foraminiferal assemblages
著者 Okushi Kenichi
内容記述 Thesis (Ph. D. in Science)--University of
Tsukuba, (A), no. 1870, 1998.3.23
発行年 1998
URL http://hdl.handle.net/2241/5360
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　mgl
　　　　　　　　　　　おお　　くし　　けん　　いち氏名（本籍）　大串健一（栃’木県）
学位の種類　博　士（理　学）
学位記番号　博甲第1，870号
学位授与年月日　　平成ユO年3月23日
学位授与の要件　　学位規則第4条第1項該当
審査研究科　　地球科学研究科
学位論文題目　　Pale㏄㈱◎g。。帥茗cC舳㎎。。…舳。S憾s虻y賄ed．ri㎎流eLa．t300Ka臨sed◎蘭
　　　　　　　　　　　8e械h；c　F◎帽禰1赫ね帽1Asse榊blages
　　　　　　　　　　　（底生有孔虫群集に基づくシャツキーライズの過去30万年聞の吉海洋変動）
主査　筑波大学教授　理学博士　小笠原憲四郎
副　査　　筑波大学教授　　　理学博士　　小　川　勇二郎
副　査　　筑波大学教授　　　理学博士　　野　田　浩　司
副　査　　筑波大学助教授　　理学博士　　指　田　勝　男
論文の内容の要旨
　大串健一君の論文は北西太平洋における第四紀の氷期一間氷期の変動サイクルに対応した古海洋変動，特に海
洋表層の生物墓礎生産量と深海性底生有孔虫化石群集の対応関係について，シャツキーライズから得たピストン
コアに基づいて検討した論文である。シャッキーライズは北西太平洋地域で数少ない炭酸塩補償深度以浅にあり，
石灰質有孔虫化石が連続的に集積保存されている。本研究では水深26ユ2狐から採取した1本のピストンコアを解
析対象にしており，比較研究として近隣地域の遺骸底生有孔虫群集も解析した。コアの堆積年代はコア申に連続
的に含まれる浮遊性有孔虫の酸素同位体について独自に分析・測定し，その変動パターンを標準的な酸素同位体
変動年代と比較する事によって決定した。この年代推定法で，まず対象としたコアが過去30万年間の記録を連続
的に保持している事を明らかにした。この時期軸にそって酸素同位体ステージのユから8までに対応した氷期・
間氷期の底生有孔虫群集の変化について検討した。解析では種の相対産出頻度組成，種の多様性，有孔虫の埋積
率などを検討し，さらに1％以上の産出頻度を有する48種についてQモード因子分析を行った。その結果全分散
の95．2％が3つの因子によって説明可能で，それぞれの3因子は助8言o榊伽吻θ砧〃仏別伽dγα1ω｛o〃仏ω｛9θγ｛一
伽抑螂伽αの3種の産出頻度に対応している事を明らかにした。この3種の現在の深度分布パターンや水温・
塩分・溶存酸素量などの対応を検討し，第1第2因子に対応するE．θ兇畑αとE．1θルル吻の変動には地域性があ
り，ひ卿θg伽αの変動に対応する第3因子は，’氷期から間氷期の遷移期に高い因子負荷量が認められた。さらに
スペクトル解析を行い，氷期と間氷期の変動に対する周期性とその調和性について検討し，ひ〃召g伽αの変動が
ユO万年周波数で高い同調を示すものの，有機炭素の変動周期より1．4万年ずれる事を初めて示した。この時間的
ずれが生じた原因は，太平洋地域での炭酸塩堆積物の保存が氷期に高くなる事が指摘されている研究例を考慮し
て，有機炭素の増加に加えて2000mから3000mの深度における炭酸塩保存度の変化の両面に規制されている可能
性があると判断した。種の多様性は氷期から問氷期の遷移期に高い相関を示しているが，有機炭素量とは相関を
示していない。しかし，この種の多様性とE．θ五ゆαの変動は明瞭な負の相関がある。これらのシャツキーライ
ズの底生有孔虫群集の変動パターンに基づき，E．θπ｛μαはr淘汰型，ひ抑θg伽αはK淘汰型の種であり，且1ω｛一
Mαは水塊変化など複合した変動に対応する種であると結論した。
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審査の結果の要旨
　大串健一君の研究は氷期一問氷期の気侯変動サイクルに対する過去30万年間の深海性底生有孔虫群集の変動の
相関関係を北西太平洋地域で初めて明らかにしたものである。まず種の相対頻度組成，殼の埋積率，種の多様性
について，既存の有機炭素量の変動データーとの比較を行った。そして主要な48種の底生有孔虫化石群集のQモー
ド因子解析の結果を踏まえ，助∫左o閉伽〃αθπ伽α，舳oMγα1ω｛。〃仏胴gθγ伽α肋θ納ωの3種の産出頻度が，本
地域の組成変化を規制している事を明らかにした。また，表層の生物基礎生産量に対応する深海での有孔虫埋積
率の増加や有機炭素量の増加は，基本的に氷期に見いだされるものの，シャッキーライズでは必ずしも同調して
いない事を示した。表層での生物基礎生産量の増加に基本的にω敏γ｛〃α肋8gγ伽αの相対産出頻度が対応する事
を示している。しかし，周期性に関するスペクトル解析から，その産出頻度がミランコヴィッチの離心率の周期
である10万年の周期に同調しているものの，氷期と問氷期の遷移期に高い相関があり，1．4万年の位相のずれが
有ることを明確にしている。多くの資料と分析結果に墓づき，この位相のずれは，有機炭素量の変動に正の相関
を示すが，これに加えて間氷期に現れる石灰質殼の溶解の影響を受けている可能性が高い事を指摘した。これら
の解析結果を踏まえ，E．θ雌舳がオポチュニスト種のr淘汰種，ひ〃θ功ηαがK淘汰種として有機炭素に対し
て反応した種である事を明確にしている。
　以上のように，大串健一氏の論文は，これまで研究例が無かった北西太平洋地域の過去30万年間の古海洋環境
変動について，底生有孔虫の群集変動がどのような変化に対応したものかについて，大変精度の高い時間軸にそっ
て解析し，その実態を明らかにしたもので，その意義は有孔虫群集の古生物学的研究のみならず，有孔虫を用い
た古海洋環境変動への有用性を明確に示したもので，大変高く評価できる。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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